
1　事業の概要

①　成果目標（H28)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

指摘事項等への対応

□監査

□決算特別委員会

□県民協働による事業改善

 概算事業費（B（A）+C） 120,344 123,837 133,875 132,968

概　算
人件費

1.00 0.60 0.60 0.60

8,258

112,086

4,955 4,955 4,955

Aの
財源

111,844 118,573 128,611 127,704

309 309 309

78,360人
延 利 用
人    数

自主事業
回    数

目標 成果 達成状況

H27末
（見込）

H28

160回 160回

74,450人 75,000人

H29
目標予

算
額

前年度繰越

当初予算 112,153 118,882 128,920 128,013
項目 H26末

補正予算

合計（A) 112,153 118,882 128,920 128,013

128,013

区　　分（単位：千円） 26年度 27年度 28要求 28予算案

成果目標・
事業内容

・施設の効率的な管理・運営
・施設利用者の増
・自主事業の充実

（単位：千円）　

成果目標の達成状況

（予算案）
項目 実施方法 H28実施内容

H27 H28

（当初） （要求）

指定管理者が行う青年の家（松川・須坂）、少年自
然の家（望月・阿南）に係る業務
　・施設の管理・運営
　・青少年の体験活動に資する自主事業の実施

青年の家・少年自然の家管
理運営事業

指定
管理

118,882 128,920 128,013

1　学びの成果が生きる生涯学習の振興 実施期間 S52

指定管理者制度による管理運営を通じ効率的な管理運営を図ると共に、利用者へのサービス向上に努めているが、長野県行政・財政
改革方針に基づき４所体制のあり方や利用料金の見直しを行う。

県が関与
する理由

・指定管理者制度により民間のノウハウなどを活用した効率的な管理運営を行うとともに、利用者へのサービス向上を図る。
・青少年教育施設がもつ教育機能を有効活用し、青少年に対する自然体験や集団活動の機会を提供する。

～

県関与の必要性あり
【左記の説明、根拠法令等】

長野県青年の家条例、長野県少年自然の家条例

目指す姿

現状
（予算編成

時）

県民との協働による実施： 検討中

（指摘事項等） （対応）

要求からの主な変更点 過去の執行状況を考慮し、工事請負費等の経費の一部を減額

事業番号 15 07 06 事業改善シート （28年度実施事業分）　　□当初要求　　■当初予算案　　□補正予算案　　　□点検

事　業　名 青年の家・少年自然の家管理運営費 担
当
課

部局 教育委員会事務局

課・局・室 文化財・生涯学習課

総合５か
年計画

プロジェクト  E-mail bunsho@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
7-3　生涯を通じた学びと文化・スポーツに親しむ環境づくり

人口定着・
確かな暮
らし実現総
合戦略

信州創生の基本方針

施策展開

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

合計 118,882

309

160回

128,920


